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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内燃機関の排気通路をなす排気管と、
　前記排気通路の外周壁を含み、前記排気管の外側に一体的に形成された部屋と、
　前記内燃機関の吸気通路に一端が、前記部屋に他端がそれぞれ接続されて前記吸気通路
内の凝縮水を前記部屋に排出する排水路とを備え、
　前記部屋は排気方向の少なくとも２箇所において前記排気管と連通する連通口とを備え
た内燃機関の排水装置。
【請求項２】
　請求項１記載の内燃機関の排水装置において、
　前記排気方向下流側に設けられた前記連通口は前記排気方向上流側に設けられた前記連
通口よりも重力方向上側に配置されていることを特徴とする内燃機関の排水装置。
【請求項３】
　請求項１または２記載の内燃機関の排水装置において、
　前記排水路の他端の開口部は前記排気管と対向すると共に、重力方向において前記排気
方向上流側の連通口と前記排気方向下流側の連通口との間に設けられることを特徴とする
内燃機関の排水装置。
【請求項４】
　請求項１から３までの何れか一項記載の内燃機関の排水装置において、
　前記内燃機関は前記排気通路に排気後処理手段を備え、前記部屋は前記排気後処理手段



(2) JP 6201740 B2 2017.9.27

10

20

30

40

50

の上流側の前記排気管に設けられることを特徴とする内燃機関の排水装置。
【請求項５】
　請求項１から４までの何れか一項記載の内燃機関の排水装置において、
　前記部屋の内壁面にはフィンが設けられていることを特徴とする内燃機関の排水装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は車両の内燃機関に関し、詳しくは吸排気中から水分を排水する排水装置に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　ディーゼルエンジンの排気ガス浄化方法として、ＮＯｘトラップ触媒を用いたものが知
られている。ＮＯｘトラップ触媒は、排気中のＮＯｘを酸化雰囲気中で捕捉し、捕捉した
ＮＯｘを還元雰囲気中で放出してＮ２等に還元することでＮＯｘの排出濃度を低減してい
る。また、ディーゼルエンジン搭載車には、排気中の粒子状物質を除去するフィルタ装置
が設けられており、ＮＯｘトラップ触媒はその耐熱性や配置スペースの観点から、一般的
にフィルタ装置の下流側に配置されている。
【０００３】
　さらに、排気の一部を吸気側に戻すことで燃焼室の燃焼温度を下げ、排気中のＮＯｘを
低減させる排気再循環（ＥＧＲ）方式が知られている。ＥＧＲ方式には、過給機のタービ
ン上流側排気通路からコンプレッサ下流側吸気通路に排気を戻す高圧ＥＧＲ方式と、ター
ビン下流側で酸化触媒及びフィルタ装置下流側の排気通路からコンプレッサ上流側吸気通
路に排気を戻す低圧ＥＧＲ方式とがある。低圧ＥＧＲ装置及びインタークーラ等の冷却手
段を備えた内燃機関では、排気を含む吸気が冷却手段を通過して冷却される際に結露して
凝縮水が発生する。この凝縮水が吸気と共に吸気通路から燃焼室に送られると、ウォータ
ハンマを引き起こしてしまう虞がある。
【０００４】
　上述の問題を解決すべく、インタークーラで発生した凝縮水を貯留する貯留タンクと、
凝縮水を加熱して水蒸気とする加熱装置と、貯留タンクと触媒上流側の排気通路とに接続
された水蒸気供給路とを有し、凝縮水を水蒸気に変えて触媒の上流側排気通路に供給する
内燃機関が、例えば「特許文献１」に開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１３－１２４５６３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上述の技術では、凝縮水が燃焼室に送られてウォータハンマを引き起こすことが防止さ
れているが、凝縮水を過熱して水蒸気に変化させる加熱装置が必要となり、コストアップ
すると共にスペース確保等の問題が生じる。そこで、発生した凝縮水をＮＯｘトラップ触
媒の上流側に位置する排気管へ排出するための排水路を設けることが考えられる。しかし
この場合、排水路より排出された凝縮水がＮＯｘトラップ触媒に流動し、凝縮水によって
触媒が急冷されることにより熱応力により担体割れが生じ易くなり、排気ガスが悪化して
しまうという問題点がある。　
　本発明は上述の問題点を解決し、排水路より排出された凝縮水がＮＯｘトラップ触媒を
急冷することなく、かつ排気管への凝縮水の排出を常時可能な内燃機関の排水装置の提供
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
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　請求項１記載の発明は、内燃機関の排気通路をなす排気管と、前記排気通路の外周壁を
含み、前記排気管の外側に一体的に形成された部屋と、前記内燃機関の吸気通路に一端が
、前記部屋に他端がそれぞれ接続されて前記吸気通路内の凝縮水を前記部屋に排出する排
水路とを備え、前記部屋は排気方向の少なくとも２箇所において前記排気管と連通する連
通口とを備えることを特徴とする。
【０００８】
　請求項２記載の発明は、請求項１記載の内燃機関の排水装置において、さらに前記排気
方向下流側に設けられた前記連通口は前記排気方向上流側に設けられた前記連通口よりも
重力方向上側に配置されていることを特徴とする。
【０００９】
　請求項３記載の発明は、請求項１または２記載の内燃機関の排水装置において、さらに
前記排水路の他端の開口部は前記排気管と対向すると共に、重力方向において前記排気方
向上流側の連通口と前記排気方向下流側の連通口との間に設けられることを特徴とする。
【００１０】
　請求項４記載の発明は、請求項１から３までの何れか一項記載の内燃機関の排水装置に
おいて、さらに前記内燃機関は前記排気通路に排気後処理手段を備え、前記部屋は前記排
気後処理手段の上流側の前記排気管に設けられることを特徴とする。
【００１１】
　請求項５記載の発明は、請求項１から４までの何れか一項記載の内燃機関の排水装置に
おいて、さらに前記部屋の内壁面にはフィンが設けられていることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、吸気管内で結露した凝縮水が排水路を通じて排気通路に設けられた部
屋に排出され、前記部屋に貯留された凝縮水が部屋内に導入された高温の排気及び部屋を
構成する排気管の外壁の熱によって気化が促進され、凝縮水が気化または飛散して微粒子
化した状態で排気通路内に排出されるので、内燃機関の燃焼室を通過することなく凝縮水
を車外に排出することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の一実施形態を適用した内燃機関の排水制御装置の概略図である。
【図２】本発明の一実施形態に用いられる排水装置の概略図である。
【図３】本発明の一実施形態における排水装置の作動状態を説明する概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明の一実施形態を示す図１において、内燃機関である車載用ディーゼルエンジン（
以下エンジンという）１のシリンダブロック２の上部にはシリンダヘッド３が設けられて
おり、シリンダヘッド３の吸気側には吸気通路を構成する吸気管４が、排気側には排気通
路を構成する排気管５がそれぞれ接続されている。またシリンダヘッド３には、コモンレ
ール１３を介して燃料噴射ポンプ１４が接続されている。さらにシリンダヘッド３には、
一端をエアフィルタ６よりも下流側の吸気管４に接続されたブローバイガスを排出するブ
ローバイガス通路２１の他端が接続されている。
【００１５】
　吸気管４には、吸気の上流側からエアフィルタ６、低圧スロットル弁７、低圧ＥＧＲバ
ルブ８、過給機であるターボチャージャ９の図示しないコンプレッサ、インタークーラ１
０、高圧スロットル弁１１、高圧ＥＧＲバルブ１２等が設けられている。
【００１６】
　排気管５には、シリンダブロック２側からターボチャージャ９の図示しないタービン、
酸化触媒１５及び排気フィルタとしてのフィルタ装置１６が設けられている。酸化触媒１
５は、例えば白金のような貴金属触媒を担持しており、排気中のＮＯをＮＯ２に転換する
作用と、排気中のＨＣやＣＯ等の有害成分を酸化させる作用とを有している。ＮＯ２はＮ
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Ｏよりも酸化作用が強く、ＮＯ２によってフィルタ装置１６に捕獲された粒子状物質の酸
化反応が促進され、また後述するＮＯｘトラップ触媒で還元される。フィルタ装置１６は
排気中の粒子状物質を捕獲するフィルタ装置であり、捕獲された粒子状物質はＮＯ２の強
力な酸化作用で燃焼除去される。
【００１７】
　フィルタ装置１６の下流側には、排気中の酸素濃度量を検知する酸素濃度センサ（ＬＡ
ＦＳ）１７が設けられており、その下流側に触媒であるＮＯｘトラップ触媒１８を内蔵し
た排気後処理手段としての触媒コンバータ１９が、さらにその下流側に酸素濃度センサ２
０が設けられている。ＮＯｘトラップ触媒１８は、酸化雰囲気においてＮＯｘを捕捉し、
捕捉したＮＯｘを例えばＨＣやＣＯ等を含む還元雰囲気中で放出してＮ２等に還元する浄
化装置である。つまり、酸化触媒１５で生成されたＮＯ２及び酸化触媒１５で酸化されず
に排気ガス中に残存するＮＯを捕捉し、Ｎ２等に還元して放出する。
【００１８】
　高圧ＥＧＲバルブ１２の下方には、高圧ＥＧＲ管２３と高圧ＥＧＲクーラ２４とを有す
る高圧ＥＧＲ装置２２が配設されている。高圧ＥＧＲ管２３は、その一端を高圧スロット
ル弁１１とシリンダヘッド３との間の吸気管４に、その他端をシリンダヘッド３とターボ
チャージャ９のタービンとの間の排気管５にそれぞれ接続されており、その途中には高圧
ＥＧＲクーラ２４が設けられている。高圧ＥＧＲ管２３の一端は、高圧ＥＧＲバルブ１２
によって開閉される。
【００１９】
　低圧ＥＧＲバルブ８の下方には、低圧ＥＧＲ管２６と低圧ＥＧＲクーラ２７とを有する
排気再循環装置としての低圧ＥＧＲ装置２５が配設されている。低圧ＥＧＲ管２６は、そ
の一端を低圧スロットル弁７とターボチャージャ９のコンプレッサとの間の吸気管４に、
その他端をフィルタ装置１６とＮＯｘトラップ触媒１８との間の排気管５にそれぞれ接続
されており、その途中には低圧ＥＧＲクーラ２７が設けられている。低圧ＥＧＲ管２６の
一端は、低圧ＥＧＲバルブ８によって開閉される。
【００２０】
　次に、吸気管４内に生じた凝縮水を、排水路を形成する排水管２８を介して排気管５内
に流出させる、本発明の一実施形態に用いられる内燃機関の排水装置３１を説明する。こ
こで、インタークーラ１０と高圧スロットル弁１１との間の吸気管４には排水管２８の一
端が接続されており、排水管２８の他端はＮＯｘトラップ触媒１８の排気上流側近傍位置
に接続されている。排水管２８の途中には開閉弁２９が配設されており、開閉弁２９はこ
れに接続された制御手段によってその開閉動作を制御される。制御手段３０は、図示しな
いＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ等を有する周知のマイクロコンピュータによって構成されてお
り、各種センサからの検知信号に基づいて、各スロットル弁７，１１、各ＥＧＲ用バルブ
８，１２及び開閉弁２９の動作を制御する。
【００２１】
　制御手段３０は、排水管２８内に貯留された凝縮水の量が一定量に達したり、エンジン
１の運転時間や車両の走行距離が一定値に達したりした場合に開閉弁２９を開弁し、触媒
コンバータ１９を介して排水管２８内の凝縮水を車外に排出する機能を有している。また
制御手段３０は、排水管２８から凝縮水が抜けて酸素濃度センサ２０が排水管２８を介し
て漏出する吸気ガス内の酸素濃度を検出して、これがリーン側の所定値に達すると排水管
２８から凝縮水が完全に抜けたと判断して、開閉弁２９を閉弁させる機能を有している。
この制御手段３０の制御により、排水管２８からの凝縮水排出完了後に吸気ガスが排水管
２８から排出されることによる、エンジン１のトルク低下や出力低下の発生が防止されて
いる。
【００２２】
　図１に示すように、排気管５の上流側排気管５０１の後端にＮＯｘトラップ触媒１８を
有する触媒コンバータ１９が接続される。触媒コンバータ１９は排気通路の拡径部を有す
る容器本体を備え、容器本体はＮＯｘトラップ触媒１８を収容する主部１９１、主部１９
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１に連続形成された排気通路前側の拡径部である拡径前部１９２、排気通路後側の拡径後
部１９３を有する。拡径前部１９２は排気通路下流側に向けて排気通路径を徐々に拡大す
るコーン形状の傾斜部をなし、その前端が上流側排気管５０１に接続される。拡径後部１
９３は排気通路下流側に向けて排気通路径を徐々に縮小するコーン形状の傾斜部をなし、
その後端が下流側排気管５０２に接続される。
【００２３】
　図２に示すように、上流側排気管５０１の後端近傍外側の部位には、凝縮水を貯留する
部屋３２が設けられている。部屋３２にはボス３２ａが設けられており、ここには排水管
２８の他端が上流側排気管５０１と対向するように接続されている。部屋３２は、図３に
示すようにその底部に凝縮水が溜まるように形成されており、上流側排気管５０１の部屋
３２と対向する底部及び側部には、部屋３２と排気管５とを連通させる連通口３３，３４
が形成されている。連通口３３よりも排気方向下流側に形成された連通口３４は、連通口
３３よりも重力ｇ方向上側に設けられている。連通口３３よりも排気方向上流側の位置に
は通気口３５が設けられてもよい。なお、部屋３２の排水管２８接続位置の内側にはフィ
ン３６が設けられている。
【００２４】
　次に、内燃機関の排水装置３１の作動を説明する。　
　エンジン１の運転中、特に低圧ＥＧＲ装置２５使用時にはインタークーラ１０の出口部
に多量の凝縮水が発生する。発生した凝縮水は、排水管２８を通ってＮＯｘトラップ触媒
１８の上流側近傍に位置する上流側排気管５０１に送られ、触媒コンバータ１９を介して
車外に排出される。ここで、排水管２８の途中に設けられた開閉弁２９が閉じられている
ときには排水管２８内に貯留される。開閉弁２９は、排水管２８内に設けられた図示しな
い水位センサによって貯留された凝縮水の量が一定量に達したとき、あるいはエンジン１
の運転時間や走行距離が一定値に達したときに制御手段３０によって開弁される。
【００２５】
　エンジン１の運転中に排気管５内を流動してきた排気は、上流側排気管５０１を介して
触媒コンバータ１９に流入する。また、開閉弁２９が開弁されると、排水管２８内に貯留
されている凝縮水が部屋３２に流入する。部屋３２内に流入した凝縮水は、排気管５に当
たって勢いを弱められ、部屋３２の底部に貯留される。そして連通口３３から流入する排
気の熱によって気化が促進され、気化された蒸気は連通口３４から排出される。ここで、
図示の通り通気口３５が設けられる場合は、気化した蒸気は通気口３５からも排出される
。そしてＮＯｘトラップ触媒１８を支持する担持体前面に飛散した後、触媒コンバータ１
９を通過して車外に排出される。
【００２６】
　上述の構成によれば、凝縮水を貯留する部屋３２が排気管５と一体に形成されているた
め、部屋３２に貯留した凝縮水は排気管５の熱によって加熱され気化が促進される。また
、部屋３２と排気管５とを連通する連通口３３，３４を排気方向の上流側と下流側との２
箇所に設けたので、部屋３２の内部には連通口３３から連通口３４に向かって高温の排気
流れが導入される。これにより、部屋３２に貯留された凝縮水は高温の排気によってさら
に気化が促進される。なお、フィン３６によりさらにこの効果が高まる。また、加熱ある
いは気化された凝縮水は通気口３５あるいは連通口３４から排気管５に導入される。また
、液体の状態のままの凝縮水の一部は排気流れに乗って微粒子化が促進されつつ、連通口
３４から排気管５に導入される。これにより、凝縮水は加熱され気化または飛散して微粒
子化した状態で触媒コンバータ１９に導入されるので、触媒コンバータ１９の目詰まりあ
るいはＮＯｘトラップ触媒１８の担体割れといった不具合の発生を低減することができる
。
【００２７】
　また、通気口３５が設けられている場合は、気化した蒸気が通過して排気管５へ排出さ
れるため、凝縮水の気化が促進される。さらに通気口３５が連通口３３よりも排気方向上
流側に設けられていることから、車両の振動等により通気口３５から凝縮水が排気管５内
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に流出した場合であっても、流出した凝縮水が連通口３３から凝縮水ケース３２に戻され
るので、上述した不具合の発生を防止することができる。このことから、通気口３５の大
きさに比して連通口３３の大きさを大きくするとよい。
【００２８】
　上記実施形態では、凝縮水ケース３２を排気管５に設ける構成を示したが、凝縮水ケー
ス３２を吸気管４に設ける構成を採用してもよい。吸気管４に凝縮水ケース３２を設ける
場合には、その配設位置をインタークーラ１０の直下流位置とし、インタークーラ１０で
生じた凝縮水をすぐに受け止める構成とすることが望ましい。また、凝縮水ケース３２か
ら凝縮水があふれることを想定して、凝縮水ケース３２の吸気方向下流側の位置に排水管
２８の一端を接続する構成としてもよい。
【符号の説明】
【００２９】
　１　内燃機関（エンジン）
　４　吸気通路（吸気管）
　５　排気通路（排気管）
１９　排気後処理手段（触媒コンバータ）
２８　排水路（排水管）
３１　排水装置
３２　部屋
３３，３４　連通口
３５　通気口
３６　フィン

【図１】 【図２】
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